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IECTCIO5/WG∠tでコンビ十一 (Conヽ,enor-)を行った

り,自主安全基準案作成に参画する等積極的に活動し

ているL,

(4)｢固体高分子形燃料電池システム実証等研究｣

(平成14年度～16年度)(経清産業省で計上)

本プロジェクトは.環境性能､エネルギー総合効率
等のデータや技術的課題など.開発･普及に必要とな
る基礎的情報を得るため.技術の進展を踏まえつつ,
燃料供給ステーションの実証を含む燃料電池自動車の
公道走行試験,定置周燃料電池コージェネレーション
システムの実使用条件下での運転試験等を行い,併せ
て,燃料電池,,/'水素の普及啓発を回るものであるO

6.3流動床燃焼

国際会議などの開催
第16回流動層燃焼国際会議がアメリカRenoで開
催されたOまた,国際エネ)L/ギー横間流動層転換技術
会議の発表賓 料 の一 都が Webで公開 さ才.Lた
･/∫:､､し､.t‥:-･.･､

(1)常圧流動層の研究開発
常圧 CFBCの高効率化に向けて,超臨界蒸気発電
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ついて,Turow262MWe(2002年運間予定,ポーラ
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が報告されたOまた12MWthCFBCのNOx.NL,0の生
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CFBC炉内の水平 ･垂直方向のSOL,濃度分布が測

定され,S放出位置,空気供給方式のSOコ捕集に及ぼ

: '.･.･. ･'- ･l :I-. ~ItH .･.㌔.. .･

は加熱を併用して担持することで∴石炭からのSOll

放出が低減できることが実験室規模の装置を用いて明

らかにされた9㌔

石炭燃焼時には石灰石供給がNOxを増加させるこ

とは知られているが,脱揮発化後のチャーの燃焼にお

~:.: ･ ､･J ･. . - ■こ ･.

コークス燃焼時には逆に石灰石供給がNO､排出を低

滅し,その原因は石油コークス灰によるNO言ヒ成作

間が石灰石によって失活したことであったil､Ll低炭

化度炭とPANチャーを熱分解するときにCaを担持

すると燃料中NのN1.-の転化率が増加することが報

:一･~･ト.-

CFBCへのハロゲンの添加がNO_t.N二0に及ぼす
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石炭チ1p/･一によるNOx還元時のNご0生成は酸素が無

くても起こった (酸素があればよi:)多く起った)と報
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の還元反応速度が測毒され,既往の研究と反応次数,

浄でK等を除いた責わらから作ったチャーのNOx還

元活性が測定され,洗浄により反応活性が低下するこ

とが報告さjtた161ccac03など炭酸塩を触媒とした

COL,共存下でのNH3分解と酸化が行われ.分解時に

COコが共存するとHCN,HNCOも生成することが報告

された17-O

(2)石炭燃焼時の微量成分排出

大型のCFBCで歴青炭,褐炭,あるいは石炭と乾

燥汚泥混合燃料を燃焼 したときの重金属成分の飛灰,
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FBCでは高塩素炭ほど水銀が酸化されてHgCl二にな
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環芳香族 (PAH)が減ること,石灰石供給がPAH生

成を増加するが飛灰による捕集効果も増加するために

(3)バイオマス燃焼および灰熔融 ･付着

バイオマスを主燃料とする550hノIWthCFBCを作る

AlholmensKlて血プロジェクト(2001年10月連関予宝)
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の蒸発,流動媒体の溶融が懸念されるL,バイオマス

FBCでのエミッション特性,灰の溶融,炉内のKの

蓄積について数多く報告さjtた=TGi､uTgLL,アルカ,)挙動

についてFBC試験と,FACT,CllemSage等平衡計

算法を用いた検討,灰溶融試験とSiO:-CaO-Kコ0の3

･･.､.Ill.:.: 一､ ､.I-. - +/'t. 二

た,焼結が粒子表面溶融層の粘性で起こるモデルに基

づき,カ11巾ムシリケ-トの粘性の温度依存性とシン

タリングの関連が論じられた二派-'亡｡アブロメレ-ショ

:.J.･ ∴. IA. },∴∴∴ ,Jて l

利用ぶ-?が提案されたL,_

BFBC内の圧力時系列データからアトラクターを計

算して良好流動状態の場合と比較することで,アグロ
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物.バイオマス燃焼岡新型CFBが提案されるととも
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燃料から各種水溶液によi)77レか)金属等を潜出させ

る方法,燃料のSEM/′EDX分析等により含有金属を

キャラクタ1)ゼ-シヨンし.デポジットの作ll)やすさ

物中のC.1濃度を下げる方法 (あるいは塩化物からガ

ス-Clを移行させる方法)として,カオリナイト添

●･･:"･･ー∵ .I:I. I

TVA160MWBFBCで石油コークスと石炭を混焼し

たときに起こるファウリングの原因について,温度範

囲とその温度におけるカルシウムの反応から論じられ

た抑O

(4)汚泥･廃棄物･液体燃料
下水汚泥焼却に関Lては,水銀,NOR, ダイオキシ
､.･,､;･∴ パ _:一.-. ~ B.:∴し-/ ∫

製紙スラ､ソジと石炭の混焼 時 の NOx. ダイオキシン
生成の小型装置結果と実プラントデータが報告されたlll】｡
CFBCでのRDF燃焼時のダイオキ シ ン低減,伝熱管
腐食が報告された511㌔BFBCで流動媒 体を砂から多孔
質粒子に変えると末燃分,ダイオキシン,NOxの排出
･1.:.jl .三･.:了:一･∴!･'.A A:.- ､
高硫黄炭をPVCに加えるとダイオキシン生成が抑制
･'二 言lし こ.:I.1t､ ･… 一 ･一,･.j･-:'･J

るいは軽油を燃焼し,燃料供給 (噴葦)方法がエ ミッ
.‥~∴∴::一一~.-_十㌧ 一･ ･

(5)加圧流動層燃焼
2001年には世界最大のPFBCである九州電力 (棉
苅田新1号機し出力36(机′TW)が運間したL,このプラ
ントは.超臨界圧蒸気 (圧力24.12MPa,温度566℃)
を用いているL,
電源開発(稚若松71MWePFBC炉 内 に おける石灰
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石油コークス等高S燃料燃焼時の S O コ 排 出は, 石灰
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山特性を,運転条件 (温度 酸素 濃度 ･分圧等L)で表

す実験式が得られたti∃!､♭1号Ll

｢F]国電力(穐大崎1-1号 25]h;rWePFBCについて

は,SOご排IIL.規制値76ppm に対 して実績 値 7ppm が

報告されたが,まだCa/S比が 4.6と大過剰にCaが
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が低負荷lこなるほど向上し,低負荷では CaC03に よ

る脱硫からCaOによる脱硫に変化することの可能性

刑.･日 ､I∴`

JiaWangPFBCパイロットプラン ト (15h;IWe)運

･I､‥十/ いい､l:Hi.II. ∴ ･:,I- .
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PFBCのフリーボードに石炭を吹 き込んで排 ガスを高

温化するため,流体力学モデルによって温度分布.育

炭粒子軌跡が計算されたTLllL,PFBCにおけるチャー燃

焼速度モデル計算を行い,バ･ソチ燃焼の結果 と比較 し,

チャーの燃焼途中での破砕が燃焼挙動に及ぼす影響が

論 じられた7い-731L,摩耗速度は表面でのチャー空隙率

に影 響 され,石 炭中の Vitl･initeに含 まれ る
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ア ドバンスドPFBC (A-PFBC)による既存石炭火

;..1ミ:し1-.日'∫-:･I -'..:_. 1..一､:) '二 .

FosterWlleelerおよびBrandenburg工科大 げ イツ

い -:;･∴ 一一､ ;r∴一､･･･:. ;-I_' J: .'一 .

で も電源開発若松試験所においてA-PFBCの試験が

行われているLl加圧内部循環 BFBCによる石炭ガス

で生成するCaSの高圧での酸化について報告された7T-Q､O
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6.4ガスターヒン発電

(1)市場の動向
L)扶AXl年1年間に全世界での出力0.2m,rW以上の発電
用ガスタービンの発注ノ実績は台数1,605台で前年実績
(1,203 台 )を上回t).引き続き増加傾向を維持してい
る (図 l 参 照 Io 米 国 経済成長の鈍化や9月に発生し
た 同 時 多 発 テ ロ の 影 響 に よ る 経済回復の遅れが懸念さ

れ た が , 米 国 も 含 め 世 界 的 に 見 て 電力エネルギーが供
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図1 世界の発電用ガスタ ン発注実績の推移

給不足である状況は変化しておらず,比中細']建設期間

が短く建設費の安いガスタービン発電設備およびコン

パ･;ンドサ 仁ケルプラントの増設が行われていること

を示 しているL,引き続き2006年頃まではこのような

ガスタービン発電プラントの増加傾向が維持されると

考えら]Lている｡

出力別には,lOMW 以上tJ')ピークカ､:,ト開発電装

置 と125h.I.rW D､上のベースロ- ド桶発電装置の伸びが

著 しいL, 前者はこのEF_iJ.力 しンジにある GEILh,I6㈱ な

ど の 大 型 航 空 転 用 型 ガ ス タ ー ビ ン の 需 要 増 加 に よIl.

ま た , 後 者 は GE,SielllenS,三 菱 重 工業などの事業用

大型ガスタービンの出力ア､ソプおよび高性能化に起因

するものと考えられる｡

10MW 以 下 の 分散 発電 桐 ガ ス ターービンはマ イクロ

ガス タービンの市場投入,コ-ジェネレ-ションの普

及などにより増加傾向は維持 されたが,燃料電池,ガ

スエ ンジ ン,デ ィーゼ ルエ ンジンの改良や大型化に伴

-I_-='∴ ._ ･∴- 1･‥-I ..､:･ .
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統計によると合計台数 脱 台 (前年比39･iJ-削,合計

出力 7.099MW (前年比2.2倍)となっている｡前年に

は台数,合計出力ともに減少したが21)h†W以上の大

型ガスタービンが輸出向けで伸長したことが貢献して

･.- .!:･:.= ･.-∴一I -, ､-. -I

ット発電装置剛 ま台数で158台.出力で6.72弧!rWで

全世界の台数で 109もカ寸日本製であることを示してい

るL1

22MW以上の大型ガスタービンは事業用を中心と

してEql知和1.輸出向けともに台数､出力で増加して

お り,特に輸出向けの伸びが著 しいO736kW ･-

22L,･rrWの中型ガスタービンも国内向け,輸出向けと

もに増加したC

736kW 以下の小型は輸出が増加し.国内向けでは

マイクロガスタービンの市塙投入が進んだものの全体

としては滅少したこ~､L,

(2)開発の動向3)

前項で述べたとおi),近年のガスタービン発電装置

の普及および華国を中心としたガスタービン発電装置

の市埼拡大傾向は引き続き維持さjt,一方高温化 寓

効率化を酎竃した新機種開発が一段落してきたことも

あり,既存機種の試運転,メンテナンスに関する技術

開発が注目され,既存設備の性能向上,部品補修,寿

命予L;恥 損傷事例からの逆解析などに関する研究開発

がメ-す.ユーザそれぞれの立場で盛んに進められて


